	スクリプトランナー「ぷとん」コード説明書


スクリプト実行プログラム「ぷとん」のコード書式について説明します。

ぷとんは以下二つのファイルをデフォルトで必要とします。実行ファイルと同じフォルダに入れてください。

	variables.txt
	変数・初期値設定用ファイル

	code.txt
	コードファイル


	Variables.txt


初期値を設定するのに使います。初期値は必要なものだけ入れておけば良いです。無いものはプログラム内のデフォルトが使用されます。

まず、サンプルを見てみましょう

	;固定変数の初期値

;この変数は直接修正するかsetdefコマンドでのみ内容が変更されます。

;システム関連の変数はプログラム起動時ここから自動的に読み込まれますが

;独自変数はgetdefコマンドで読み込まない限りdynamicセクションから読み込まれ

;ここの内容は反映されません。

[default]

background=image\background.bmp

title=IPV6 スタートアップキット

text_pos = 120,148,395,280

choice_pos1 = 135,185,380,205

choice_pos2 = 135,205,370,225

choice_pos3 = 135,225,370,245

choice_pos4 = 135,245,370,265

choice_pos5 = 135,265,370,285

choice_pos6 = 135,285,370,305

;システム変数以外の変数は実行時ここに動的に保存・読み込みされます

;システム変数はプログラム実行時defaultセクションから初期値が読み込まれます

[dynamic]

image1=7,148,103,238

image2=223,7,381,123




[default]と[dynamic]の２つのセクションがあり、[default]には初期値を設定しておきます。システムの変数はぷとん実行時自動的に変数に読み込まれます。それ以外の[default]にある変数はgetdefコマンドを使った場合のみ読み込まれます。[dynamic]セクションはシステムの変数以外の変数がここにリアルタイムに格納されます。

システムの変数は以下のものがあります

	choice_pos1
	choiceコマンドによる選択肢を表示するテキスト位置

 left,top,right,bottom

	choice_pos2
	〃

	choice_pos3
	〃

	choice_pos4
	〃

	choice_pos5
	〃

	choice_pos6
	〃

	choice_sel
	choiceにより選択された結果 1～6

	choice_text
	choiceにより選択されたテキスト

	text_pos
	textコマンドによるテキスト表示位置 left,top,right,bottom

	var1
	汎用変数　主に関数からの戻り値等が入ります

	var2
	〃

	var3
	〃

	bookmark
	ブックマーク。コマンドライン -bookmark 時ここから実行

　[label],pos　（posはオプション）

	background
	ウィンドウ背景画像

	exit_pos
	ウィンドウ上の終了ボタン位置

left,top,right,bottom

	begin_pos
	ウィンドウ上のリセットボタン位置。ここが押されるとコードが初期化されbeginから再始動します。

left,top,right,bottom

	begin
	スクリプト実行ラベル。ここのラベル位置からコードが実行されます。デフォルトは[main]

	windows_pos
	ウィンドウ位置

　left,top,right,bottom

	title
	ウィンドウタイトル。タスクバーやアプリ切り替え時に表示されるテキスト。

	programpath
	ぷとんの実行ファイルが格納されているパス

	programver
	ぷとんのバージョン

	counter
	汎用カウンタ。自由に使って下さい。

	webroot
	HTTPサーバーを使う際、ルートとなるフォルダ。デフォルトは

 c:\localhtml\

	proxy
	downloadコマンド使用時使用するproxyサーバー

	proxyport
	　　　　　　〃　　　　　　　　 proxyポート


	code.txt


ぷとんはvariable.txtの設定を読み込んだ後、code.txt内のコードを実行します。デフォルトでは[main]から実行されます。

コードは１行に１つのコマンドを記述し、コマンドと引数はカンマ「,」で分けます。

コメント行は行頭に「#」か「;」を付けてください。

サンプルを見てみましょう

	[main]

text,clear,こんにちは

end


ウィンドウにこんにちはと表示する簡単なコードです。プログラムの最後にはendをつけます。コードを見やすくするため、行頭にタブや半角スペースを入れてもかまいません。

ぷとん終了時には[exit]のコードが実行されます。必須ではありません。

	[main]

…
[exit]

;ここに終了時の処理を追加

end


[exit]には制限があり、プログラムが終了する際に呼び出されますのでtimerやchoice、input等待ち状態になるコマンドを使用する事は出来ません。変数の保存等に使って下さい。

変数は「%」で囲む事で使えます。変数にデータを入れる時はsetやsetdef等の命令を使います。変数に文字を入れ、表示するサンプルは次の様になります

	[sample]

set,tempval,入れるデータ

text,clear,変数の内容は%tempval%です。

end


画面には「変数の内容は入れるデータです。」と表示されます。また、%を%として使いたい場合などに使う特殊な文字列があります。

	/per
	「%」に置き換え

	/ret
	改行 に置き換え

	/com
	「,」に置き換え

	/_
	「/」に置き換え


上の例を元に

	[sample]

text,clear,変数の内容は/pertempval/perです。

end


とすると画面には「変数の内容は%tempval%です。」となります。

通常は「,」で区切られているコマンド・引数を分割した後変数を置き換えるため

	[sample]

set,varwithcomma,文字１/com文字2

set,test,%varwithcomma%

end


とするとまず変数 varwithcomma に「文字1,文字2」が入り変数 test に「文字1,文字2」がそのまま入ります。しかし、行頭に「”」をつけておくと変数を置き換えてから分割されるため

	[sample]

set,varwithcomma,文字１/com文字2

“set,test,%varwithcomma%

end


は「set,test,文字1,文字2」に先ず置き換えられるため変数 test には「文字1」が入ります。便利な使い方としては変数に「100,200,100,240」等の座標値を入れておき、

	“image,clear,%cleararea%


とすると一つの変数で複数の引数を渡す事が出来るようになります。また、変数に「text,clear,文字列」とコード自体を入れておき、

	“%varwithcode%


とすれば、変数自体がコマンドとして実行されます。

また、複雑になりますが変数は繰り返し置き換えられますので、もし変数varwithvar の内容が「%anothervar%」とすると、

	set,yetanothervar,%varwithvar%


は結果として変数 anothervar の内容が変数 yetanothervar に入るようになります。

また、以下の特別変数があり時間に置き換えられます。

	year
	年

	month
	月

	day
	日

	hour
	時

	min
	分

	sec
	秒


	コマンド一覧


コマンドと引数等はすべてカンマ「,」で分け、行頭以外には余分なスペースやタブは含めないようにして下さい。変数やラベルに日本語を使ってもかまいません。

背景や画像、DLL等のファイル名はドライブ名を含む絶対パスもしくは実行ファイル以下のパスを記述して下さい。　例：dll,load,dll\addon.dll

引数で(option)がついているものは無くてもかまいません。

	命令
	引数

	text
	clear(option)
	文字列


テキストを画面に表示します。テキストの位置は変数 text_pos に入れておきます。

clearを渡すと画面上のテキスト消去後テキストを表示します。

例


text,clear,こんにちは


text,,/retもう一行

出力：


こんにちは


もう一行

	命令
	引数

	messagebox
	文字列


文字列をメッセージボックスで表示します。

	命令
	引数

	background
	ファイル名


ウィンドウの背景画像を入れ替えます。背景画像はそのままウィンドウの形になり、画像の左上のピクセルが透過ピクセルとなります。デフォルトの背景画像は変数backgroundに格納されていますので、

　background,%background%

でデフォルトの背景に戻せます。

	命令
	引数

	usescript
	ラベル(option)
	ファイル名(option)


別のスクリプトファイルに移動します。移動後、指定したラベル位置からコードを実行します。

例


usescript,[start],code\another.txt

codeフォルダのanother.txtを実行するスクリプトファイルとして読み込み、[start]ラベル位置から実行を開始します。

引数にファイルを指定しない場合、デフォルトのcode.txtに戻ります。


usescript,[main]

code.txtの[main]から実行を続けます。単に


usescript

とした場合、変数 begin のラベル位置から開始します。

	命令
	引数

	sleep
	秒数


指定した秒数停止します。

通常は

timer,wait,秒数

を使うのが良いでしょう。タイマーが使えない[exit]コード内等で便利です。

	命令
	引数

	shell
	コマンド
	引数(option)
	パス(option)


コマンドを実行します。コマンドプロンプトで実行するコマンドを引数として渡します。

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入ります

例


shell,calc

計算機を起動します

	命令
	引数

	openurl
	URL


デフォルトのブラウザでURLを開きます。

	命令
	引数

	sendkey
	ウィンドウ名
	文字列（半角英数）


ウィンドウ名のタイトルを持つ最初のウィンドウに対し、文字列をキー入力として送信します。

ウィンドウ名は一部でもかまいません

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

例


sendkey,cmd.exe,dir

コマンドプロンプトが開いていれば、dirを入力します

	命令
	引数

	sendkeycode
	ウィンドウ名
	キーコード
	キーステート


sendkeyと同様ですが、文字ではなくキーコード数値を渡します。また、キーステートにshift、alt、ctrlを指定する事によりalt-F等のキーを送る事が出来ます。キーコードは10進数で指定します。

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

例


sendkeycode,ダミー,13,shiftctrlalt

ダミーウィンドウにShift、Ctrl、Alt、Enterを押した状態を送ります。

例2


sendkeycode,メモ帳,70,alt

メモ帳にAlt-Fを送ります

	命令
	引数

	sendclose
	ウィンドウ名


ウィンドウ名のタイトルを持つ最初のウィンドウに対し終了メッセージを送ります。

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

	命令
	引数

	image
	load
	ファイル名
	座標x
	座標y

	
	clear
	left(option)
	top(option)
	right(option)
	bottom(option)


Jpegファイルを画面に表示します。表示位置を座標x、座標yで指定します。

clearを指定するとimageにより表示されている他の画像をクリアします。座標を指定した場合、その座標内のエリアをクリアします。

ファイルロード時成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

変数に座標を入れておくと便利です

imagepos = 20,30,120,130

“image,load,image\sample.jpg,%imagepos%

…
“image,clear,%imagepos%

Jpegのみサポートしています。

	命令
	引数

	clear
	


現在表示している画像とテキストをクリアします。

	命令
	引数

	title
	タイトル


ウィンドウのタイトルを変更します

	命令
	引数

	goto
	ラベル
	位置(option)


指定したラベルに飛びます。subcodeで飛んだ情報はすべて初期化されます。

位置はラベルから何行目に飛ぶかを指定する事が出来ます。

[label]

0

1

2

3

4

…
例


goto,[label],3

[label]の「3」の位置から実行します。

	命令
	引数

	bookmark
	ラベル
	位置(option)


変数bookmarkにラベルと位置を入れます。setdef,bookmark,xxxx と同じでvariable.txtの[default]セクションに保存します。

次回起動時、ぷとんに「bookmark」パラメータをつけて実行するとbookmark位置から実行されます。

	命令
	引数

	registerrunonce
	引数(option)


ぷとんをRunOnceに登録します。登録する事により、次回ＯＳ起動後１回だけ起動時にぷとんが自動的に実行されます。

例


bookmark,[continue]


registerrunonce,bookmark

ぷとんがRunOnceにbookmark引数付きで登録され、次回ＯＳ起動時[continue]の位置からコードが実行されます。

	命令
	引数

	input
	メッセージ
	


メッセージを表示した入力用ダイアログが表示され、ユーザーからの入力を受け取ります。受け取った入力は変数var1に入ります。

コマンド実行時timerコマンドが有効になっている場合、解除されます

	命令
	引数

	random
	数字


変数var1に0～指定した数字までのランダムな数字が入ります。

	命令
	引数

	choice
	選択数
	デフォルト
	選択肢１
	選択肢２
	･･･


ユーザーに選択させます。選択肢は１個～６個までです。

変数choice_selに選択された数値１～６が入り、choice_textに選択された文字列が入ります

例


choice,3,1,晴れ,曇り,雨

ユーザーが曇りを選択した場合choice_selに2、choice_textに「曇り」が入ります

選択された場合timerコマンドが有効になっている場合、解除されます

	命令
	引数

	timer
	wait(option)
	秒数
	ラベル(option)
	位置(option)

	
	stop


指定した秒数待ちます。waitを指定した場合、コードはそこで秒数待ちます。指定しなかった場合、コードはそのまま続行されます。

ラベルと位置を指定した場合、時間経過後ラベル/位置からコードが実行されます。choiceやinput待ちの状態、待ち状態が解除されます。時間経過した場合変数var3にtimeoutが入ります

例


timer,wait,3

３秒待ちます。

例２


timer,,30


choice,3,1,晴れ,曇り,雨


if,same,%var3%,timeout



;タイムアウト処理


else



;その他


endif

入力を30秒待った後コードは続行されます。

例３


timer,,30,[timeout]


choice,3,1,晴れ,曇り,雨


…

end


[timeout]


;タイムアウト処理

入力を30秒待った後[timeout]から続行されます。ただし、gotoと同じで移動後subcode情報は無くなる為endで終了します。

	命令
	引数

	filein
	open
	ファイル名

	
	read
	文字

	
	readsize
	数字

	
	close

	fileout
	open
	ファイル名

	
	write
	文字列

	
	close


ファイル操作を行います。入力用のfileinと出力用のfileoutをそれぞれ一度に１つずつ開く事が出来ます。

成功すると変数var1にOKが、失敗するとvar1にNGが入ります。

ファイル読み取り時は


filein,read,/ret

改行位置まで読み込み


filein,read,a

「a」が見つかるまで読み込み

の様に指定した「文字」にあたるか、1024文字まで読み取ります。


filein,readsize,32

の様に、読み取る文字数（バイト数、最大1024）を指定する事も出来ます。読み取った文字は変数var2に入ります。

書き込み字は


fileout,write,文字列

の様に書きます。

	命令
	引数

	if
	same
	文字列
	文字列

	
	diff
	文字列
	文字列

	
	find
	文字列
	文字列

	
	!find
	文字列
	文字列

	
	cmp
	数字
	=
	数字

	
	
	
	!=
	

	
	
	
	<
	

	
	
	
	>
	

	
	
	
	<=
	

	
	
	
	>=
	

	elseif (option)
	〃

	else (option)
	

	endif
	


条件を判定します。

if,same,文字列Ａ,文字列Ｂ

文字列Ａと文字列Ｂが同じ

if,diff,文字列Ａ,文字列Ｂ

文字列Ａと文字列Ｂが異なる

if,find,文字列Ａ,文字列Ｂ

文字列Ａの中に文字列Ｂがある

if,!find,文字列Ａ,文字列Ｂ
文字列Ａの中に文字列Ｂが無い

if,cmp,数字Ａ,=,数字Ｂ

数字Ａと数字Ｂが同じ

if,cmp,数字Ａ,!=,数字Ｂ

数字Ａと数字Ｂが異なる

if,cmp,数字Ａ,>,数字Ｂ

数字Ａが数字Ｂより大きい

if,cmp,数字Ａ,<,数字Ｂ

数字Ａが数字Ｂより小さい

if,cmp,数字Ａ,>=,数字Ｂ

数字Ａが数字Ｂ以上

if,cmp,数字Ａ,<=,数字Ｂ

数字Ａが数字Ｂ以下

elseifの場合ifと同様に条件をつけます。

ifコマンドの後には必ずendifをつけて下さい。if…endifの間に複数のifを入れる事が出来ます。その場合、「{}」やタブを使って見やすく記述すると良いでしょう。「{}」はコメント行と同様に扱われます。

例


choice,3,1,晴れ,曇り,雨


if,cmp,%choice_sel%,=,1



text,clear,良い天気ですね


else



text,clear,いまいちな天気ですね


endif

	命令
	引数

	while
	same
	文字列
	文字列

	
	diff
	文字列
	文字列

	
	find
	文字列
	文字列

	
	!find
	文字列
	文字列

	
	cmp
	数字
	=
	数字

	
	
	
	!=
	

	
	
	
	<
	

	
	
	
	>
	

	
	
	
	<=
	

	
	
	
	>=
	

	endwhile
	


条件を判定します。

構文はifと同じで、判定がTRUEである限りwhile … endwhile間をループし続けます。

コードを見やすくするため「{}」をつけると良いでしょう。

例


set,counter,0


while,cmp,%counter%,<,10



;10回ループします


endwhile

	命令
	引数

	set
	変数名
	文字列


変数に文字列を入れます。

変数名にシステム変数を指定しても、variable.txtの[default]セクションは影響を受けません。システム変数以外の変数は[dynamic]セクションに保存されます。

例


set,tmpvar,ほげほげ


text,clear,%tmpvar%

	命令
	引数

	setdef
	変数名
	文字列


変数に文字列を入れ、さらにvariable.txtの[default]セクションに保存します。

システム変数の場合次回プログラム起動時自動的に内容が変数に読み込まれます。

システム変数以外の変数の場合、getdefコマンドを使わない限り読み込まれません。

	命令
	引数

	getdef
	変数名
	デフォルト値(option)


変数にvariable.txtの[default]セクションから内容を戻します。[default]セクションに存在しない場合デフォルト値が使われます。一時的にシステム変数を変更し、初期値に戻したい場合に便利です

例


set,text_pos,10/com20/com 300/com400


text,clear,文字出力


getdef,text_pos

特定の位置にテキストを出力後テキスト出力位置をデフォルトに戻します。

	命令
	引数

	subcode
	ラベル
	位置(option)


一時的に別のラベルに飛びます。ラベル下のコードを実行後、endに来たら呼び出した位置に戻ります。最大深度（呼び出し先から繰り返し呼び出す事）は50です。

例


text,clear,こんにちは


subcode,[ちょっとだけ]


text,/ret/ret戻りました


…

[ちょっとだけ]


text,/ret寄り道


end

出力は


こんにちは


寄り道


戻りました

となります。ただし、gotoやラベル指定付きのtimer、usescript等を使った時は呼び出し情報が失われ戻る事が出来なくなります。

	命令
	引数

	download
	URL
	ファイル名


指定したURLをファイル名にダウンロードします。

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

URLは「http://…」のみ対応しています。Proxyを使用する場合はシステム変数の「proxy」にプロキシサーバー名、「proxyport」にプロキシポートを設定しておきます。

	命令
	引数

	calculate
	計算式

	calculatef
	計算式


計算を行い、結果を変数var1に入れます。calculateは整数の計算、calculatefは浮動点付きの計算を行います。

使えるのは+、-、/、*、(、)です

例


input,数字を入れてください


set,tmp,%val1%


calculate,1+3*(%tmp%-2)


set,result,%val1%


…
例２


set,counter,0


calucalte,%counter%+1


set,counter,%var1%


if,cmp,%counter%,>,10


…
	命令
	引数

	web
	start
	文字列(option)

	
	input
	文字列(option)

	
	choice
	選択数
	ﾃﾞﾌｫﾙﾄ
	ﾒｯｾｰｼﾞ
	選択肢１
	･･･

	
	server
	フォルダ名(option)

	
	stop


HTTPサーバーを開始します。IPV4とIPV6の両方に対応し、ブラウザからアクセスする事が出来案巣。

web,start,文字列

単純に文字列を表示します

web,input,文字列

ユーザーから文字列の入力を待ちます。

inputコマンドと同じですが、timerコマンドによるタイムアウト

が使えます。

web,choice,選択数,･･･
choiceコマンドと同じですが、表示するメッセージも必要です。

web,server
簡単なHTTPサーバーを開始します。指定したフォルダ名もしくは変数webserverに設定されているフォルダ名を公開します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄではc:\public_htmlフォルダを公開します。

web,stop


サーバーを停止します。

web,inputとweb,choice以外は停止せずそのままコード実行されます。

start、serverの場合成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入りvar2にメッセージが入ります。

web,stopを実行せずとも別のモードに直接切り替える事が出来ます。choiceやinputを使用した場合、ユーザーからの入力受付後自動的にメッセージ表示モードに切り替わります（web,startと同じモード）。

web,stopを呼び出さずぷとんを終了した場合も正常に終了させてからぷとんを終了しますのでweb,stopは呼び出さなくてもかまいません。

例


timer,,30

web,choice,3,1,今日の天気は？,晴れ,曇り,雨


if,same,%var3%,timeout



;タイムアウト処理


else


…
簡易サーバーの場合、フォルダ指定された場合index.htmかindex.htmlが存在すれば表示します。また、簡易ですのでシングルスレッドでしか動作していません。ファイルを見れるぐらいです。

	命令
	引数

	dll
	load
	ファイル名
	固有名称

	
	unload
	固有名称

	
	call
	固有名称
	処理名
	引数･･･


ぷとん用外部DLLを呼び出します。

dll,load,ファイル名,固有名称

DLLをロードします。まずこの処理が必要です。固有名称はなんでもかまいません。後

からcallで呼び出すときのIDになります。

成功ならば変数var1にOK、失敗ならばvar1にNGが入ります。

すでに同じ固有名称でDLLが読まれている場合もOKが返ります（新たにDLLはロードされません）。

dll,unload,固有名称

DLLをアンロードします。ぷとん終了時にすべてのDLLが自動的にアンロードされますので、呼び出さなくてもかまいません。

dll,call,固有名称,処理名,引数･･･


DLLのコマンドを呼び出します。それぞれのDLLの説明を見てください。

拡張用DLLの作成方法は同梱しているscr_ipv6dllのソースコードを参考にして下さい。

	命令
	引数

	pause
	


コードを一時的に停止します。

timer等により続行させない限り停止したままになります。

	命令
	引数

	endcode
	


コード実行を停止させます。全てのsubcode呼び出し情報、待ち状態等が初期化されます（dllやwebはそのままです）

	命令
	引数

	end
	


コード実行を停止します。subcodeにより呼び出されている場合、呼び出し元に戻ります。

	命令
	引数

	exit
	


ぷとんを終了します。

EOF

